










要約 ニホンザルの母性行動の不全が,子の生存や成長,成熟にいか在る影響を及ぼすかを

明らかにするため,野外集団や飼育場面で育つサルについて,母性行動の観察と個体資料の

検討を行った。その結果,野外集団における母性行動の不全は,初産雌など若年齢成体雌に

おける母性行動の未熟性,向老齢雌における母性行動の変性,その他原因不明の攻撃的な母

性行動に大別されることがわかった。このような母性行動の不全により,多くの場合子は集

団の中では生存できない。一方,幼少期に母を失った雌は,おおむね健常な母性行動を示す

が,準成体期(思春期)に母を失った雌が初産の子に攻撃的な行動を加えることが観察され

た。原因のひとつとして,準成体期に母を失ったことにより,この時期に特徴的な「子守り」

ができにくかったことがあげられた。母が生後間もない子に加える攻撃的な行動は,子が母

の顔面をつかむことによりひき起されることが多かった。飼育場面での観察によると,母は

子が顔面をつかむのをいやがり,子を抱く位置を下方に調節し,経産雌は初産雌より出産後

比較的早い時期にこのような調節を行った。 


